
　特集　観光庁発足周年　

観光立国の実現に向けた政府、観光庁の取り組み

観光産業の生産性向上、地方誘客が課題

観
光
立
国
の
実
現
へ
確
か
な
歩
み

（６）第３１９２号 第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）１０月２日（月曜日）

年月　ビジット・ジャパン・キャンペーンがスタート
（年からビジット・ジャパン事業）
年月　観光基本法の全部を改正し、観光立国推進基
本法が成立。年月に施行された
年　月　観光圏整備法が成立
年月　観光庁が発足
年　月　中国個人観光ビザの発給開始
〈年月　東日本大震災が発生〉
年月　訪日外国人旅行者数が初めて年間万人を
突破した
年月　ＤＭＯ（観光地域づくり法人）登録制度の運用
を開始
年　月　「明日の日本を支える観光ビジョン」策定
年月　訪日外国人旅行者数が初めて年間万人を
突破
年月　ＩＲ推進法が成立。　年月にはＩＲ整備
法も成立
年　月　住宅宿泊事業法（民泊新法）施行
年月　訪日外国人旅行者数が年間万人突破
年　月　国際観光旅客税（出国税）の徴収開始
年月　日本人海外旅行者数が初の年間万人突破
〈年月　世界保健機関（ＷＨＯ）が新型コロナウイルス
感染症の流行を「パンデミック」と宣言〉
年　月　Ｇｏ　Ｔｏトラベルキャンペーン開始
年月　全国旅行支援がスタート、新型コロナウイル
ス感染症の水際対策を大幅緩和

▶
２
０
０
８
年

月
１
日
に
観
光
庁
が
発
足
し
た
。
本
保
芳
明
長
官
と
金
子
一
義
国
土
交
通
相

（
い
ず
れ
も
当
時
）
が
庁
舎
前
で
の
看
板
除
幕
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
っ
た
（
２
０
０
８
年

月


日
付
）

▶
観
光
庁
が
東
京
、
関
西
で
訪
日
外
国
人
旅
行
者

を
歓
迎
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
歴
代
の
ミ

ス
日
本
や
ア
ジ
ア
各
国
の
女
子
留
学
生
を
サ
ポ
ー

タ
ー
に
任
命
し
た
（
２
０
１
２
年

月
１
日
付
）

▲訪日外国人旅行者が年間で初めて万人を超えた。年月日、成田空港で行われた万人達成の記念
セレモニー（年月日付）

◀
２
０
１
４
年

月
に
外
国
人
旅
行
者
向
け
消
費
税
免
税

制
度
が
拡
充
さ
れ
、
対
象
が
食
料
品
や
化
粧
品
な
ど
の
消

耗
品
を
含
む
全
品
目
に
拡
大
さ
れ
た
。
観
光
庁
な
ど
が
新

制
度
を
Ｐ
Ｒ
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
を
東
京
都
内
で
開
催
（
２

０
１
４
年

月

日
付
）

▲訪日外国人旅行者数が初めて年間万人に到達した。年月日に関西空港
で開かれたセレモニー（年月日付）

▲有識者会議が観光施策に充てる新たな財源の創出に向
けて「出国税」の創設を求める提言書を観光庁に提出し
た。後に、国際観光旅客税として年月に徴収が始
まった（年月日付）

▼観光庁と日本政府観光局（ＪＮＴＯ）が欧米豪を
主な対象とした新たな訪日プロモーション「Ｅｎｊ
ｏｙ　ｍｙ　Ｊａｐａｎグローバルキャンペーン」
を開始。セレモニーを開いた（年月日付）

▶
２
０
１
９
年

月
に
Ｇ

観
光
大
臣
会
合
が
北
海
道
倶
知
安
町
で
開
か

れ
た
。
持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
宣
言
を
採
択
し
た

（
２
０
１
９
年

月
２
日
付
）▼

コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
旅
行
需
要
を
喚
起

す
る「
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
２
０
２
０
年
７
月
に
始
ま
っ
た
。
赤
羽
一
嘉

国
土
交
通
相
（
当
時
）
が
記
者
会
見
で
、
旅
行

に
お
け
る
感
染
対
策
を
呼
び
掛
け
た
。
同
年


月
に
は
東
京
都
も
対
象
に
な
り
、
完
全
実
施
と

な
っ
た
（
２
０
２
０
年
８
月
８
日
付
）

◀
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
再
開
に
向
け
た
観
光
庁
の
実
証
事
業

で
、
訪
日
ツ
ア
ー
の
第
１
陣
が
２
０
２
２
年
５
月

日
、
成
田
空
港

に
到
着
し
た
。
そ
の
後
、
段
階
的
な
緩
和
を
経
て
、
水
際
対
策
は
同

年

月
に
大
幅
緩
和
と
な
り
、
訪
日
旅
行
の
急
速
な
回
復
が
始
ま
る

（
２
０
２
２
年
５
月

日
付
）

　
観
光
庁
が「
住
ん
で
よ
し
、訪
れ
て

よ
し
の
国
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と

す
る
観
光
立
国
を
推
進
す
る
た
め
、

２
０
０
８
年

月
１
日
に
発
足
し
て

か
ら

年
が
た
っ
た
。
政
府
を
挙
げ

た
観
光
施
策
の
強
化
で
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
拡
大
す
る
な
ど
、
国
、
地
域
に

経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
示
し
、


年
と
い
う
短
い
期
間
で
観
光
の
重
要

性
は
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
観
光
庁
は
多
く
の
成
果
を
上
げ

た
が
、
未
解
決
の
課
題
も
少
な
く
な

い
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
観

光
産
業
や
観
光
地
域
は
新
た
な
課
題

に
も
直
面
し
て
い
る
。
日
本
は
観
光

立
国
実
現
へ
の
途
上
に
あ
る
。

　
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
、

年

に
は
８
３
５
万
人
だ
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
前
の

年
に
過
去
最
高
の
３
１
８

８
万
人
、約
３
・
８
倍
に
増
加
し
た
。

訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
も

年
に

４
・
８
兆
円
に
達
し
、
経
済
波
及
効

果
は
幅
広
い
産
業
に
及
ん
だ
。

年

は
、
日
本
人
の
国
内
旅
行
消
費
額
も

現
行
の
統
計
上
で
過
去
最
高
の

・

９
兆
円
と
な
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な

ど
を
合
わ
せ
た
国
内
に
お
け
る
旅
行

消
費
額
は

・
９
兆
円
を
記
録
し
た
。

　
観
光
施
策
の
強
化
に
向
け
て
予
算

も
拡
充
さ
れ
た
。観
光
庁
の
当
初
予

算
額
は

年
度
に
は

億
円
だ
っ
た

が
、政
府
が

年
３
月
に
中
長
期
構

想「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
た
後
、
年
度
に

は
２
１
０
億
円
に
増
え
た
。さ
ら
に
、

新
た
な
観
光
財
源
と
し
て
国
際
観
光

旅
客
税
を
創
設
し
、
年
１
月
に
徴

収
を
開
始
。
年
度
の
当
初
予
算
は

６
８
１
億
円
、う
ち
国
際
観
光
旅
客

税
財
源
が
他
の
省
庁
へ
の
充
当
分
を

含
め
て
５
１
１
億
円
と
な
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
際
し
て
も
、
政
府
が

観
光
を
重
要
視
す
る
姿
勢
は
施
策
と

予
算
に
示
さ
れ
た
。
旅
行
需
要
を
喚

起
す
る
観
光
支
援
策
と
し
て
補
正
予

算
な
ど
が
組
ま
れ
、Ｇ
ｏ
　

Ｔ
ｏ
ト
ラ

ベ
ル
、県
民
割
、ブ
ロ
ッ
ク
割
、全
国

旅
行
支
援
な
ど
に
総
額
で
約
２
・
７

兆
円
を
計
上
し
た
。コ
ロ
ナ
後
を
見

据
え
た
施
策
も
打
ち
出
し
、宿
泊
施

設
の
改
修
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
す

る
高
付
加
価
値
化
事
業
に
累
計
で
約

３
千
億
円
を
確
保
し
た
。

　
し
か
し
、
約
３
年
に
及
ん
だ
コ
ロ

ナ
禍
の
ダ
メ
ー
ジ
は
深
い
。
国
内
外

の
旅
行
需
要
は
回
復
傾
向
だ
が
、
宿

泊
業
な
ど
を
中
心
に
債
務
が
増
大

し
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
継
続
こ
そ
が

正
念
場
と
い
え
る
。
全
産
業
的
な
人

手
不
足
も
深
刻
化
し
、
観
光
関
連
産

業
は
苦
し
ん
で
い
る
。
特
に
宿
泊
業

は
労
働
生
産
性
が
全
産
業
平
均
の
約

４
割
と
い
わ
れ
る
中
、
賃
金
引
き
上

げ
も
厳
し
い
。
観
光
庁
に
は
生
産
性

や
収
益
性
の
改
善
、
施
設
や
サ
ー
ビ

ス
の
高
付
加
価
値
化
を
後
押
し
す
る

さ
ら
な
る
施
策
が
期
待
さ
れ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
「
持
続
可
能
な

形
で
の
観
光
立
国
の
復
活
」
を
テ
ー

マ
に
、
政
府
は

年
３
月
、
観
光
立

国
推
進
基
本
法
に
基
づ
き
、
新
た
な

観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
（

～


年
度
）
を
閣
議
決
定
し
た
。
観
光
庁

に
は
、
質
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
視

し
た
観
光
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
、

「
持
続
可
能
な
観
光
」
「
消
費
額
拡

大
」
「
地
方
誘
客
促
進
」
の
三
つ
の

実
現
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
地
方
誘
客
、消
費
拡
大
で
は
、イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
込
み
が
不
十

分
な
地
域
が
多
く
あ
る
一
方
で
、
一

部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
延
べ
宿
泊
者
数
の
分
布

を
コ
ロ
ナ
前
の

年
で
見
て
も
、上

位
５
都
道
府
県（
東
京
、大
阪
、京
都
、

北
海
道
、沖
縄
）で
全
体
の

・
６
％

を
占
め
て
い
る
。
観
光
庁
に
は
、
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の
推
進
や

富
裕
層
の
誘
客
促
進
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
旅
行
先
を
多
様
化
し
、
地

方
に
お
け
る
滞
在
、
消
費
を
拡
大
す

る
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
観
光
は
地
域
活
性
化
の
切
り
札
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
地

方
で
は
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
、
高

付
加
価
値
な
産
業
へ
の
変
革
が
喫
緊

の
課
題
だ
。
観
光
を
通
じ
て
地
域
を

豊
か
に
し
、
地
域
の
持
続
可
能
性
を

高
め
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
。
「
住

ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」
の
基
本

理
念
の
も
と
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
潮
流
を
踏
ま
え
た
旅
行

者
の
満
足
度
向
上
と
と
も
に
、
地
域

の
社
会
、
経
済
、
環
境
に
好
影
響
を

も
た
ら
す
持
続
可
能
な
観
光
の
推
進

が
不
可
欠
だ
。
観
光
産
業
、
地
域
が

未
来
を
切
り
開
け
る
よ
う
観
光
庁
に

後
押
し
し
て
ほ
し
い
。　【
向
野
悟
】


